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幼猫の抗トキソプラズマ抗体保有率に関する調査成績

古屋浩、野上貞雄'）井上勇'）

高橋大助Ｄ水澤馨1,2）遠山完2）

（掲載決定：平成５年７月28日）

要約

幼猫の抗トキソプラズマ抗体保有率を検討するために，1989年10月から1991年５月までの20カ月

間に埼玉動物指導センターに収容されたネコ726頭を調査した。ラテックス凝集反応の結果，全体

の陽性率は10.5％であった。推定年齢別の陽性率では，１カ月齢以下9.6％，２カ月齢3.6％，３カ月

齢０％と減少し，以後５カ月齢まで０％であった。６カ月齢以上から陽性率は加齢とともに上昇し

た。高い陽性率にもかかわらず幼猫から原虫が検出されなかったことを考慮すると，２カ月齢以下

の陽性例は，母猫由来の移行抗体による陽性である可能性が高いと思われる。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Cat，latexagglutinationtest，seroepidemiology，ＴｏｊｃｏｐＺａｓｍａｇｏｎｄＺｉ

頭，１８カ月齢34頭，２４カ月齢54頭および36カ月齢以上５２

頭であった。なお，本調査におけるネコの年齢は，飼い

主の申告および体重を基準に，体格，歯牙の萌出・交換

および摩耗状態等を考慮した推定により区分し，また６

カ月齢以下を幼猫とした。

緒論

トキソプラズマ原虫（Ｔｏ)copZasmago"伽）は，一

般には不顕性感染が多いが，免疫不全など宿主側の要因

によっては重篤な症状を起こす。また，妊婦が初感染の

場合，先天性トキソプラズマ症や，流・死産の原因とな

る可能性がある。そのため人畜共通寄生虫の中でも重要

視され，ヒトや各種の動物で疫学調査が行われている

(DubeyandBeattie，1988)。ネコについては，終宿主

としてオーシストの排泄や，浸淫状況を把握する際の指

標動物になるなどの点から多くの疫学調査が行われてき

た（Dubey，１９７３；Dubey，１９８６；RiuzandFrenkel，

1980)。しかしながら，報告の多くは調査対象が成猫で

あるため，確実に最近の感染を検討できる幼猫の疫学成

績は極めて少なく，その感染実態は明確でない。本調査

では，現在のトキソプラズマ汚染状況の指標として，特

に幼猫を対象とする抗体保有調査を行った。

材料および方法

２）抗トキソプラズマ抗体価の測定

抗トキソプラズマ抗体価の測定は,血清についてラテッ

クス凝集（ＬＡ）反応を行った。血清は，炭酸ガスで安

楽死直後に心採血し分離した。抗体価は，市販の動物用

ＬＡ反応キット（トキソチェック－ＭＴ“栄研，'，栄研化

学）を用いて測定し，ＬＡ抗体価64倍以上を陽性，３２倍

を疑陽性および16倍以下を陰性と判定した（坪田・小沢，

1977)。

３）トキソプラズマ原虫の検出法

抗体陽性ネコについては，以下のような原虫検索（伊

藤，1979）を行った。まずネコの大脳を分離材料として，

マッチ頭大の量をスライドグラス上に載せ，カバーグラ

スで圧平後鏡検した。シストが観察されなかったネコに

ついては，トリプシン処理した脳の乳剤を作製し，１検

体につき３匹のマウスに腹腔内投与した。腹水の貯留，

立毛等の急性症状を呈したマウスについては腹水あるい

は腹腔洗浄液中のタキゾイトを検索した。また投与１カ

月後にはマウスの脳内シストの検索と血中抗体の測定を

行った。一方，１代マウスが陰性の場合は３代まで盲継

代を行い，各々について脳内シストと抗体測定による判

定を行った。前述の方法でマウスが陰性であった抗体陽

性ネコについてはトキソプラズマ原虫陰性とした。

１）供試ネコ

1989年10月から1991年５月までの20カ月間に，埼玉県

動物指導センターに収容されたネコのうち，幼猫507頭，

成猫219頭,計726頭を対象とした。供試ネコの性別は，
雄309頭，雌417頭であった。供試ネコの推定年齢とその

数は，１カ月齢以下311頭，２カ月齢84頭，３カ月齢50頭，
４カ月齢16頭，５カ月齢19頭，６カ月齢27頭，１２カ月齢7９
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び多くなるが，加齢に伴う抗体陽性率の上昇とは反対に，

平均陽性抗体価は18カ月齢群676倍，２４カ月齢群483倍，

36カ月齢以上群380倍と，徐々に低下していく傾向が観

察された。

一方，脳材料の入手可能な29頭の抗体陽性猫（ＬＡ抗

体価64倍～4,096倍）について原虫分離試験を行った結

果，34.5％（10頭）が陽性であった。６カ月齢以上では，

全体で62.5％の原虫陽性率であり，比較的ＬＡ抗体価の

低い128倍の検体からも高率に分離された。しかしなが

ら，１カ月齢未満の13頭（ＬＡ抗体価128倍～2,048倍）

はすべて陰性であった（Table３)。

考察

ネコの抗トキソプラズマ抗体陽性率は，加齢とともに

上昇するため（水沢ら，1991)，成猫を調査対象とした

成績

検査総数726頭において抗トキソプラズマ抗体陽性率

は10.5％（76頭）で，疑陽性は2.3％（17頭）であった。

性別の陽性率では雄309頭中10.7％（33頭)，雌417頭中

10.3％（43頭）であり，雌雄間の陽性率に差は認められ

なかった（Tableｌ)。

推定年齢別の抗体陽性率は，１カ月齢以下群9.6％から，

２カ月齢群３６％，３カ月齢群０％と下降し，以後５カ月

齢群まで０％が続いた。その後は６カ月齢群3.7％，１２

カ月齢群5.1％と陽性率は加齢とともに上昇し，３６カ月

齢以上群では40.4％に達した（Table２)。陽性を示し

たネコのＬＡ抗体価の分布は，１カ月齢以下群では，多

くは128倍前後であったが，≧2,048倍のように高抗体価

の陽性例が２例あった。しかし，２カ月齢群では最高が

128倍と陽性率だけでなく抗体価も低下する傾向が示さ

れた。その後，１８カ月齢群を頂点として高抗体価例が再
Table３DetectionofcystofT､go"djjfromcatswhich

werepositivefOranti-７．８０"djjantibody

SerologicprevalenceofToxOpﾉａｓｍａｇｏ"djjin

catsinSaitama,Japanexaminedbythelatex

agglutinationtest

Ｔａｂｌｅｌ Estimated

age(Month）

No.of

examined

No.of

positive(96）

１
６
２
８
４
６

三
一
１
１
２
３
三
一

３
１
０
４
５
６

１

０（0.0）

1（100.0）

０（０．０）

1（２５．０）

３（60.0）

５（83.3）

No.of

examined

Sｅｘｏｆ

ｃａｔ

No.of

positive(96）

Ｍａｌｅ

Female

309

４１７

3３（10.7）

4３（103）

Total 2９ Ｏ（34.5）

Total 726 ７６(10.5）

Catsaged3to5month-oldwerenotexaminedduetono

catpositivefOranti-T・ｇｏ"djjantibody．Titersabovel:６４wereregardedaspositive．

Table2Distributionofanti-ToxOp/αｓｍａｇｏ"djjantibodytiterbyageofcatassessedbylatexagglutinationtest

Estimat-

edage

(Month）

Ｎｏ．

ｏｆ

ｅｘａｌｎ．

Preva-

lence

（96）

Anti－７．９０"djjreciprocaltiter

<1６３２６４１２８２５６５１２1,024≧2,048

１
２
３
４
５
６
２
８
４
６

１
１
２
３

三
一

之
一

１
４
０
６
９
７
９
４
４
２

１
８
５
１
１
２
７
３
５
５

３ ６
６
０
０
０
７
１
７
２
４

●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

９
３
０
０
０
３
５
４
２
０

１
２
４

０
９
０
６
９
６
３
８
２
０

７
７
５
１
１
２
７
２
４
３

２ １
２
０
０
０
０
２
１
０
１

１ ８
１
０
０
０
０
２
０
２
２

９
２
０
０
０
０
１
１
３
３

６
０
０
０
０
０
０
０
１
５

４
０
０
０
０
０
０
１
１
７

１
０
０
０
０
０
０
２
２

２
０
０
０
０
１
１
１
３
３

Total 726１０５６３３１７１５１９１２１３ ６ 11

Titersabovel:６４wereregardedaspositive．



390

etaZ.，１９６１；藤原，1980)，ヒトにおけるように抗体ク

ラスから移行抗体を判別できない。また，収容猫は短期

間保護のため採材期間は限定され，抗体クラスの継時的

推移による判別は難しい。

最後に，供試猫全体の陽性率を近年の埼玉県における

報告と比較すると，1984～1985年18.8％（草地ら，

1985)，1988～1989年12.3％（水沢ら，1991）の報告が

あり，本報の105％は，やや低い成績であった。これは

供試検体中に陽性率の低い若齢個体の割合が約７割と多

かったためと推定される。前述のようにネコの抗トキソ

プラズマ抗体の陽性率は，調査対象の年齢構成に強く影

響されるので，本調査でも小型で通常には採材の対象と

されにくい３カ月齢以下の幼猫を除外して集計すると

15.3％（４カ月齢以上計281検体中43頭陽性）の陽性率

であった。また，年齢間の陽性率の差から，若齢ネコの

年間新罹感率は10％近くと思われる。

以上のように，幼猫の抗体陽｣性例については移行抗体

にも留意して慎重に考察しなければならない点が示唆さ

れた。また，非感染個体が多いと推測されるものの，幼

猫の陽性例についても成猫と同様に，衛生的な飼育管理

に留意していくことが重要であると思われる。
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疫学調査では過去の感染による陽性例のため現在の感染

状況が正確に評価し難い。そこで本調査では，６カ月以

内の最近の感染を反映できると思われる幼猫を主な対象

に，抗トキソプラズマ抗体保有率の実態調査を行った。

幼若猫の陽性率については，幼猫の供試数は多くない

が，水沢ら（1991）は各年齢のネコ269頭中３カ月齢未

満10.2％，３カ月齢～1才未満121％，1才以上約20～３３

％，草地ら（1985）は，260頭中１～２カ月齢7.7％，３～

５カ月齢12.5％，６～11カ月齢11.3％，１才以上12.2％と，

幼猫から加齢に伴う陽性率の上昇を報告している。また

海外においてもDubey（1973）は飼猫について色素試

験を行った結果，4.5～10週齢が8.6％，１１～26週齢が

16.2％および６カ月齢以上が37.5％と報告し，さらに，

RuizandFrenkel（1980）が色素試験で行った中米コ

スタ・リカにおける調査でも同様な傾向が報告されてい

る。しかしながら，今回著者らが多数の幼若個体を用い，

調査年齢分布を幼猫では細かく1カ月単位に区分して検

討した結果，１カ月齢以下に予想外に陽性例が多く，以

後数カ月間は抗体価，陽性率とも低下していくことが示

された。

幼猫の抗体陽'性例の出現原因として，先天・後天感染

(DubeyandHoover，１９７７；DubeyandJohnstone，

1982）などにより幼猫自身が産出した抗体あるいは抗体

陽性母猫からの移行抗体による可能性が考えられる。猫

のトキソプラズマの先天感染については，Dubey

(1973）は，実験室内で抗体陽性の３頭の母猫から生ま

れた20頭の幼猫の抗体価を色素試験により観察した結果，

加齢とともに下降し，６週齢から14週齢までにほとんど

陰性になった成績からこれらの新生猫はトキソプラズマ

に感染した可能性は低いと報告し，また一般にも発生は

稀であると述べている。本調査でも２カ月齢以下の陽性

例の多くは，幼猫のトキソプラズマ感染によると考える

より，移行抗体により陽性を示した可能性が高いと推測

された。この推測は，生後１週間以内の同腹の仔猫で全

頭抗体陽性の例があったこと，３カ月齢から５カ月齢の

幼猫について計85例も検査したにもかかわらず全例が抗

体陰Ｉ性であったこと，さらに１カ月齢以下の陽性例から

はマウスの盲継代法による原虫確認が陰性であったこと

からも支持された。

もし２カ月齢以下の抗体陽性は全例が抗体陽性母猫由

来の移行抗体によるものであるならば，血清疫学成績か

らは除外する必要がある。しかしながら，もしトキソプ

ラズマに感染した場合，重要な汚染源であるオーシスト

の排泄数量は６週齢から14週齢の幼若猫が最も大量であ

るとされているので（Dubey，1986)，幼若個体の陽性
が移行抗体によるものか，感染によるものかを区別する

ことが重要になる。ネコでは胎盤経路以外に乳汁を介し

て多くのlgGと１９Ｍ抗体が移行するため（Harding
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ＨＡＪＩＭＥＭＩＺＵＳＡＷＡＬ２)ＡＮＤＫＡＮＴＯＨＹＡＭＡ２）

ノ)Depα"ｍｅ"/q/Med/cαﾉZooﾉ０８)）,Ｓｃ/､o/ｃＷａｅｒｊ"αびMCCﾉﾉcj"２，
Ｍ/､〃Ｕ"jverSj/y,Ｉ８６６ＫｔＪｍｅ/"０，ＦＵｊＳａｗａ２５２

２)SαﾉﾉａｍａＰｒ砿α”αﾉＰａｓＲａｊｓｅｒ，ｓｏ"伽"ceCe"ter,ＫＯ"α"cyo,Oosaro-g""，
Ｓα/、、α360-01,ノZJpα〃

Atotalof726cats,consistingof309malesand417females,obtainedinSaitamaPrefecturewasexamined

serologicallyfOrToJmp/αｓｍａｇｏ"djjinfectionoveraperiodof20months,ｆｒｏｍＯｃｔｏｂｅｒｌ９８９ｔｏＭａｙｌ９９１､Amongthe

catexamined,antibodytoT・ｇｏ"djjwaspositivein76cats(10.5％)bythelatexagglutinationtest・Thepositiverateto

7・ｇｏ"ｄｊｊｗａｓ９､6％for≦１month-oldcatsand39％fOr2month-old､Allthe3to5month-oldcatsexaminedwere

negative・Theincreasinginpositiverateofanti-T､ｇｏ"djjantibodywithagingofcatwasobservedoncatsover6month-

ol｡､Thepossibilityoffalse-positivｅduetomatemalantibodiesonthekittensunder2month-oldwassuggestedinthe

presentstudy．




